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編編集
後後記

今月は広報委員全員から一言ずつ！

◇アヒルの水かきがんばります、For The Times They Are A-Changin’（川野）

☆緑色につつまれた、山並みや水田を眺めながら、車で国道 9 号線を山口から津和野まで駆け抜ける。
　淡い緑色、濃い緑色、鮮やかな緑色を眺めると心の中がリフレッシュされて元気をもらえる。
　まさに「グリーン ロード」である。（渡邉）

◇この夏も、「緑陰随筆」に対し、多くの原稿をお寄せいただき、ありがとうございます。
　ワクチン接種も進み、用心と緊張を伴いながらも、以前の生活を取り戻しつつあります。
　　「2 回目のワクチン済んで笑顔増え」
　勉強会も会議もリモートが多くなりました。
　　「ミュート何？サイレントなら通じます」
　The Sound of Silence ♪　サイモン＆ガーファンクル世代です。（岸本）

☆コロナ禍のなか、オリンピックが開催されます。
　開催が決まった以上は、最大の努力をして、最善の結果が得られることを期待しています。（石田）

◇ワクチン接種率、6/1 時点で山口県は全国 2 位のようです。決して競争ではありませんが、なんだ
　か励みになりますね。（吉川）

☆子供たちにとってコロナ禍での２回目の夏休みがやってきます。子供たちが思う存分夏休みを満喫
　できる日が早くきて欲しいなと思います。（岡山）

◇ 4 月より、津永先生の後任として編集委員になりました藤村と申します。どうぞよろしくお願い
　します。コロナを過度に恐れることなく、伸び伸びと毎日を過ごしましょう！（藤村）


